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葉．はじめに

　地場産業は長い購に多くの権造転換を経な溝ら

も、地域と密接に綻びつき、その発展につくして

きた。　しかし、ポストバブノレ不溌の深亥毅とと産業

の麟灘乾・グ欝一バル化にともなう空清化の進展

は、地場産業産量繊こ大きな打撃を与え、その醗究

の撹点を大きく転換させた。

　水本（露§韓は、地場産業を規定している産地

性、歴史牲、縫会的分業等の棒線み解変化し、産

地を綾とする地場産業から懇甥企業の活嚢が軸と

なる企業活動へと転換していることを醗らかにす

るとともに、にもかかわらず靉靆企業が震翻する

緩々な事業も地場産業摂鍵i斐的・地域的に培って

きた妓籍や縫会的分業捧麟の上に立縛したもので

あるこ．とを捲摘している。また、騒甕金愚公庫総

合講究霧（欝§5〉は、承本が指摘しているような

地場産業の購造変化が進んでいることをふまえた

kで、なお、地場産業淋地域建浅に質的な広潜勢

ダ）ある雇罵の場を擾供していることから、その喜

続は簸域にとって重要であることを捲締している。

　このような捲摘からもわかるように、地場産業

の存在が地域に■与える影響は依然として大きく、

その振興は重要な課題である。そこで、本小論で

は篠島察の会津本郷鶏磁器産地を事擁としてその

蒋牲と課題をとらえ、今後の振興方梅について験

討を1雛えることにしたい。

2．会津本郷産地の歴史的背景

　会津奉郷焼は橿島銀の護離、会津若松毒の南客

部に隣接する大沼轟会津本懸野に存続する地場産

業である。その莚源は、藍煤煙年（鶏鰹〉、岩瀬瓢長

濯で靉靆に従事していた瀬戸の晦工氷襲源在籍醗

を穰き、会津本郷に饑寒させたことにさかのぼる。

しかし、当時はまだ良質の陶土が発見されておら

ず、生産窺穣は葬常に小さかった。総髭紀半ぱに

な雛会津本鰹の周遊に良質の晦土が発見されると、

再び晦磁器業の振興が漉羅され、寛政建年〈貨鱒〉、

佐藤醤兵籍潜有穣産地の妓籍を修得し、嚢磁の焼

成に成擁したことをきっか酵として、会津本雛産

地は急速に登緩した。しかし、流通ぷ藩によって

支翫されていたため、聞渥資本の成長は遷れた。

また、戊凝戦争によってすべての窯充が焼失して

しまい、絹絵維新後、産鰹は停滞を強いられた。

その後、祭が産業奨励を進めたことに超えて、良

質な大久保晦土の発見、産地弱渥の議長など地簸

的な生産捧舗撰整えられ、会津1本郷産地は再興の

きっかけをつかんだ。また、電化の進展にともな

い碍子生産が急速に拡大し、隅磁難業は会津本郷

の中心的な産業へと成長した．しかし縦6年の本

郷大火によ弩、再び窯発の大熱分が焼失した。会

津奉輝産地がこ．の痛手から立ち直る幾もなく、嚢

本は戦時体麟に突入、産地は急速に衰退した。

　戦後も、会津奉鰹産地の薄興は飽産地に比較し

て遅れた。会津本郷産地復興のきっかけとなった

のは碍子生産である。嚢本の主要都齋は窒襲に

よって焼土と化し、その復興のために大量の磯子

を必要とした。会津本雛産地は瞬治蠣から磯子生

産の実績麟あったため、その生産を急速に絋大し

た。　しかし、碍子は大量生産錨であるために、大

工場での量産を幸心とし、中小工場の復興1こは躇一

分な役麟を果たすことはできなかった。

　購磁器生産としての注暴すべき動きは、有韓藍
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地の下請生産である。有顯産地は高度経済成長幾

を通じて生産を急速に舷大した潜、裟産地だけで

は十分な生産量を確保することができず、地産地

を下請化し、産地雛分業を行うことによって生産

力を舷大した。会津本郷産地では戦後復興した霧

渥が窓舞とな弩、産筋肉の多くの窯元ぶ下請生産

に参擁した．具体的には、有霧産地で生産された

革製品に絵付け、仕上げなどを宥って完成晶とし、

聡渥を通じて有籔焼または会津本郷焼として出荷

していたのである。この下請生産は秘陶器の生産

拡大1こは寄与したものの、企醸等はすべて有懇産

地が握当したため、会津本輝産鰭の企醗生産籠力

の海上にはあま吟役立たなかった。

　オイルショック後、緩内毒場解縮小すると、有

襲塵地は主力製品を茶器から難へ転換し、会津本

郷産地への発注を中生した。これによって会津本

郷産地は大きな打撃を受け、生産は縮小した。ま

た、会津本郷産地と有灘産地を結ぶ窓嚢としての

役割を果たしていた悶渥はその役塞を失い、主要

取諺搬い製品を会津塗雛へと転換して、産地のオ

ルガナイザーとしての役割を嚢ら敏棄した。会津

本郷産地の各窯元1ま、受渡の減少に換えて流通

ルートをも嚢失することになったのである。会津

本郷産地は蔓擬にわたる下請生産や碍子生産を通

じて、多くの窯元が新製品の全癒能力や高緑撫癒

籏製品の生産技術を失っておむ、難局に十分薄越

することができなかった。この後、本縫産地は全

覆的な流逓ルートを失い、瑳在に到るまで羅復し

てはいない。

　その後、会津本郷産地を支えたのが観尭需要で

ある。鯵簿年代の疑芸ブーム、購芸ブームと会津

絶域への観光客の多齢翼は、大量の土産贔需要を生

み、また直接窯元を訪れる観髭客も急増した．一

部の窯元では、工場内に体験コーナーなどを俸っ

てこれに録忘し、生産量・生産額は急速に増大し

た。しかし、会津本郷産選iは気候的な麟約を受け、

観尭客は夏に集中する。そのため、会津本郷産地

は産地継合が中心となって、…般需要の開拓にカ

を入れている。繭遠のように、会津奉郷産地1こは

聞屋が存在しない／正確には産麹をオルガナイズ

軍威至§年6篶

する霧屋形喜在しない）ため、各窯元が独欝に読

還ルートを麗擁しなけれ，ぱならない。これは一難

においては窯元の独察姓を蓄蔵する役撰を果たし

たが、全紘として産地の成長の醗害となっている。

　こ．のような歴史的背景に越えて、逐年の不浅の

深灘化は、会津本郷産地に大きな蕎撃を与えてい

る。醤亙および醒2に、近年の会津本鰹産地の生

産額と従業員数の推移を示した。生産額の推移を

見ると、至弱6年に約4億7千万霧あった鐵荷額が

2鵬年には約2億8千万欝と、s年聡で約膿胸水準

へと低下している。また、従業員数は欝§6年に鰺§

人だったものが2鋳i年には鱗人へと減少している。

健業者数の減少纒が鐵荷額の籔売額に箆べて小さ

いのは、後還するように家族鍵業員の鰭率が高い

ためである。一方、事業翫数はこの醐ほぼ横ばい

で推移してお警、鐵薄額・鍵業員数の減少は、各

窯元の生産額等が急速に減少していることを愚昧

している。産地の特性と課題を掘握し、振興策を

検討することが重要な課題となっている。

　以下では、騰暮2年2，穣こ実権したヒや夢ング講査

に基づき、会津本郷産地の生産撰進の特性につい

て縷説を換える。なお、調査は産地縫合に樵人し

ている婚の窯元を難象に実施、うち捻の窯元から

有効暴答を得た。

3．会津本郷幾の現状と課題

　ここでは1ヒや夢ング調査に基づいて産地の翼状

を甕握した上で検討を報え、その課題を瞬らかに

する。

　（a〉麟業隼

　襲業年は江戸鱒が茎窯、瞬治期が蓉窯、躍撫戦蕪

雑が2窯、露趣戦後簸が言窯と、瞬治類と紹趣戦後

難に大きく分かれる。箆較的長い歴史を持つ窯と

新しい窯が混在しているのが会津本郷産簸の特

雛であるといえる。伝統工芸士の資賂を持つ者が

いる窯元は瞬治期以糞麟こ麟業した窯元に銀建さ

れてお滲、姥較的長い麗史を持つ窯元に技徳力の

高いものが認められ、る。しかし、逐年禽1美したば
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か吟の窯充の中にも、特に葎晶の講修にあたって

いる麟確者の申には、比較的傷い妓籍を持つ者も

存在している．

　翰翻業場覆

　会津本鰹産鍵内においては、基本的1こ窯元の立

地場湧の移動はみられない。立地場霧は大きく毒

街地に隣接する壽芙襲に沿う遥簸と平燈灘に分け

られるが、比較的麟業時幾が古く、大きな生産力

を持っていた窯元は弁天出沿いに立地するものが

多い。これは登箏窯を築くにあたり弁天毒の傾斜

を舞離する必要があったことと、購石を碎くのに

必要な動力となる水車を褻かせる水鶏が弁天瞬沿

いに暇られていたためである。しかし、これらの

窯発は主要街道からはずれている上にアクセス遠

鶏が猿く、欝宅での製品の販売にあたっては不利

になっている。

　一方、平選藻に立地しているの絃当掬から登吟

窯を縫濡していなかった碍子工場などの大工場と、

遂にかつて下請工程などを樺当していた小規模な

窯元が多い。これもの立地地域では大工場が多い

ことなどから弁天毒沿いに比べれば道驚は広いが、

道が入警緩んでいてわか鱗こくく、観光客などの

誘導には獲難な嚢が多い。

　これに繁し、近年騨窯した窯元は、交通の硬の

よいバイパス沿いに立地する繧肉が強い。これは

最密から登絵窯を持たず、交通アクセスの硬のよ

い場辮を選摂したためである。これらの窯元は観

光客の誘致や原料・製品の輸送にも便利であ賦

活勧も活発である。

　後還するように、理；窪の会津本郷産地では轟宅

売濤での製品籔売解重要になってお鯵、立地条件

1ま、後来にもまして重要になっている。しかし、

多くの窯元は漿来からの立地を継続しているため、

このような変化には蝿応できていない。工場の移

転等は多額の経費を要するため、窯叉単位の薄応

はきわめて懸難である。地方嚢治捧によるまちづ

く蓼政策などによる支援が必要である。

　（G〉立地上のメ琴ツト

　立地上のメ夢ットとしては、大きく漂料の存在

と観発地への近接の2、嶽麟類摘できる。

　麟遠のように、会津本郷産地の重要な存立基盤

として大久保陶石の存在がある。また、会津本郷

産地において1ま晦器の製難に必要な粧圭も産鐡さ

れるため、爾器・磁器双方の製｛乍に適している。

これが産地形成圭1もっとも重要な要馨であるとい

える。しかし、後還するように近年は地元療料の

笈用艶事は抵下してきてお警、この点は必ずしも

重要な要醤とは震えなくなってきている．

　もう一つの重要な要馨は大観発地である会津若

松毒への近接である。会津若松毒は一時難に箆べ

れば観光入馨込み客数が減少しているが、年間入

撃込み客数は二百数十万を数え、その土産品需要

は非常に大きい。また、会津本郷産地を観光ルー

トに纏み込んでいる観尭業者もあ箏、毒場面から

も重要である。逐年では、窯元の存立基盤として

は観光客の存窪が最も重要な要霞とな警つつある。
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　（虜鍵業轟数

　従業費数〈窯元も含む）は碍子を盤産している

工場を除けば、もっとも規模の大きい窯で2銘（碍

子部携および事務翻轡を験く〉、縫の2つみ窯で数

名の飽は、すべて3人以下であ穆、規模はきわめ

て小さい。また、このうち、6っの窯では後維i者

がなく、産簸の存続渉懸念される。

　産地内の転統工芸士は4！名であるが、伝統工芸

品の製品は生産していない。この点については後

達する。

　（纏原籍

　会津奉郷焼は地禿で産鐵される大久保晦蕎を

髄矯して製整される磁器に特色があった溝、その

献溌は大きく変化してきている．とや婆ング調査

1こよれば地先の原料を中心的に擾っている窯元

は2～3軒にすぎず、多くの窯元では地禿舞料の

｛吏繕割合は3分のiから3分の2である。地元原

料をほとんど綻駕していないという窯充も2馨

確認できた。

　これは地元から産鐵される大久保購石だけでは

材質的に露題があ鯵、製造できる製品が縷られて

しまうためである、購着類は瀬戸または有爵（天

華〉のもの潜、晦±類は益子または繕楽のものが

多く綾絹されている。これらを平均すれぱ、地先

原料の綾絹比率はおおよそ辛分程度であると考え

られる。地元原料を襲駕している窯禿にとっても、

蔑芸品という牲轄から簸元原料にこだわっている

面は強いものの、製品の盤質．と必ず地元原料を綾

羅しなければならないといったものは少ない。ま

た、会津本郷産地の場合購土を採握できる地域が

桑主公鍵に捲定され、良質の臨土を十分に確保す

ることが難しいという問題もある。これらの麗麗

が穏乗ずることによ参、原料欝における産地の存

立基盤は弱まってきているといえる。

　ここで特に淺翳しなければならないのは鷺子工

場の嚢梅である。会津本郷産地においては3社1の

碍子工場ぶ立地する解、これら1まいずれも大久保

陶石の穿在をその存立基盤としていた．しかし、

平城豊6年§薄

薄子に求められる糖度の織上と大久保晦鷹の品質

の抵下（鉄分鷺率の増大〉などによ讐、現在では

大久保陶養の捜驚鐘率は抵下してきている。特に

アルミナを混入した碍子の醗発によ鯵、購養の重

要性縁抵下している。会津本郷産地内の磯子工場

はいずれも大久保購蕎を綾飛しているものの、輸

入品の方が安癒で品質がよいという駿渓になって

きている。その意駿において、碍子工場ぷ会津本

郷産舞蟹こ立鍵するメ婆ットはなくな鯵つつある。

このような状混は、産地の窯元にとっても大きな

影響を与えかねない．なぜならぱ、現窪、大久保

鞠石の採擁権は会津本郷焼の産地緯合溝保有して

お鯵、碍子工場ぶ購入する大久保晦石み販売手数

料は産纏総合の重要な財政基盤となっている。そ

のため、欝子工場の原料購入量の議少は産地維合

の存立基盤をも脅かすことにつながるのである。

　このよう1こ、地ラ毛嚢蓋舞蓑料の｛吏無妻害謬合萎ま｛薮下しつ

つあ鯵、それが産地の存立基盤を揺る鯵しかねな

い駿溌ともなっている。今後の産地の振興を考え

る上で、原籍の鶏題は葬常に重要になるものと考

えられる。

　（の披講鐙習欝方法

　妓籍の轡得方法については、窯充によ警差が大

きい。ここではいくつかの典型撰1を紹介しよう。

　伝統工芸士であるA氏絃、窯充の跡取離息子と

して生まれた。子どもの覆はずっと窯場の職人の

中で遊びながら育つ。会津工業学校の窯業科を事

業、戦後器年縫東工大の醗究辮に通った。その鷺

に全蟹の産鑑を訪れて醗究を積む。その後、会津

本：繍に戻蓼父に弟子入修して本旛的に修業、成形、

焼成、絵付けなどの披徳を習得したが、絵｛撞けは

特に難しく鼓術の習得に欝年を要した。

　やは管伝統工芸士である8氏は、基本的な披講

は父から教わったが、特に絵｛寸けについてはそれ

では不足し、嚢分で魑強することが必要だった。

そこで京都の職工職業調練校でi年鷺絵｛郵ナを麟

強、次いで東灘講の工業試験場の麟修コースで窯

業全般についてi年鷺麹強した。その後葉都の窯

元で3年間修業し、基本的な技衛を身につけた。
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　C氏の実家は、漆器の塗む麟をしてお鯵、購磁

離業とは経連を持っていなかった。父の戦死を契

機として察の晦磁羅試験場に欝歳の縛に就職、7

年閥嚢務した。その後退職してサラ夢一マンにな

る瀞、盤き方に疑聡を感じ、、会津著松讐董に窯を構

えていた購芸家に弟子入移する。こ蕊は購磁器試

験場にいた頃の知識摂役に立つと考えたからであ

る。その後翅年閥修業して独立した。

　以上、3人の披講習得遜程を紹介した解、いず

れも長擬闘にわたる修業の結果、様々な妓籍を習

得している。これは、健弟麟度などはなくなった

ものの、質の高い晦磁雛を製造するためには長靉

靆にわたる修業が必要であることを示している。

しかし、このような窯発解存在する一方でO　J　T

程度の修業しか積んでいない窯元も存在する、購

磁難業の技術習得1こもっとも必要なの萎ま反復隷1練

であむ、薦違のような修業を必ずしも必要とする

ものではない。特に修家的な搾品を生産するにあ

たっては纒牲の強調鐙方が求められること解多い。

しかしこれは技辮の習得の上に求められることで

あ弩、その弱さは大きな溺題であると害わざるを

得ない。

　一方、産地縫合解主催する緩緩者書成事業もあ

る。これは伝産法の捲定産地に義蕩づけられてい

るものであ蓉、会津牽郷産地ではi年間のコース

で翼ク駐の技徳を教えている。しかし年闘予算潜

少なく、週i麟の授業を実施するにすぎない。事

業内容については主難者である懇合の郷も不満を

持っている解、予算の灘釣上、麗在以上の事業の

拡大は獲難な懸濁である。しかし、それでもこの

事業を通じてプロになった人が3太いる。ただし、

いずれも地元には残っていない。これ1ま地先では

市場薦の麟約があるためである。後継者蕎「成に関

しては、技術癒だけではなく、簸売灘などのサ潔一

　トも必要である。

　（齢製品の種類

　製品は食器などを中心とする韓稽雑器撰大部分

を霞める。製品は大きく晦器と磁暑議こ分けられ、

窯髭によって得意とする製品が異なる。晦器・磁

羅双方の製品を盤産する窯業もある麟、その場合

磁器に汚れ、ぶ繊てしまうため修業霧なども鷲にし

なければならず、手鶴形かかる．そのため、どち

らか片方の製品だけを生産する窯元撰多い。

　成形は付簾極纏を求める一鶴の窯元で羅ク凝を

中心として行われている藩、型によって盤産される

ものも多い。これは鐸鷺雑器を率心としているた

め、一郭の有名な窯充を除けば製品懸路を上げるこ

とができず、寂ク霧のものも型のものもほとんど覇

じ無徳でしか簸売できないためである．そのため、

一定の売上げを確保するために韓：量産しなければ

ならず、どうしても型を綾得しなければならない。

このこと麟技術上の羅題とも結びついて産縫の毅

擁無難生産牲の織上を籍む要石となっている。

　その代わ馨、一部の窯元では絵響けを手修業で

行い、製品の差甥化と琶簾懸纏生産盤iの海上を追

求している。ある窯では製贔の多くを型で成形し

ているが、絵｛寸けはすべて手作業で行っている。

これは鴛趣懸纏生産性の海上を追求するとともに、

溝費者の需要め多鐵化に欝癒することを嚢捲した

ものでもある。現在、潰費者の需要は多織化し、

その動海を見極めることはきわめて難しい。また、

特定の種類の製品を野む濃費考の絶誘致も減少し、

小さい需要にいかに簿癒していくか渉課題となっ

ている．型で生産する場合、新製贔を騨発するた

めにはたとえ売れ行きが不瞬確なものであっても

新しい型を製作しなければならず、経費がかさむ。

これに薄し絵付けならば多少の手闘をかけるだ1ナ

で織々な溝費者の需要に蝿応ずることができる。

この窯では手書きで様々なタイプの絵韓けを行い、

そのうちのいくつか解溺費者の縫心を瞬き売れる

ようになれば、今度はそのような編の絵付纏を増

やして製品を取鯵そろえるというようにしている。

　製品の焼成は、絵｛廓ナを得意とする窯発で電気

窯が綾罵されている鰹は、ガス窯の舞絹解多い。

かつては登雛窯摂多く懸いられていたが、愛荏登

　珍案を保有しているのは主力癬だけで、この窯も

年にi度程度綻篤しているにすぎない。これは容

量と労髄力不足、歩留まむ率の縫題潜あるためで

ある。登鯵窯は容量が大きく、一度焼くと舞飛雑
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器では一万数千簿の生産量がある。この生産量は

現在の本郷産地の窯元の薮売能力を大纒1こま嚢讐る

ものであ諺、登弩窯を使駕した場合、大量の荏薙

を携えこまざるを得ない、これに薄し、箋在本郷

産地で難いら蕊ているガス窯の多くは容積オ灘．5

～§．7立米のもので、容量解葬常に小さい。これを

購いて淺文に応じて少しずつ生産する方摂、在瘻

管蓬上適している。

　また、労種無力不足の羅1題もある。かつて絃各窯

元渉多数の職人を癒えていたが、幾荘はほとんど

が家族経営である。これは鍵業貴を雇駕すること

が事実上不可能になっているためであるが、登攀

窯を焚くためには長時溺にわたむ多くの人手をか

けなければならない。饗在グ〉企業規模・従業員数

では登吟窯を焚くことは麗難である。

　製品の歩留ま穆率の聡題も大きい。登穆窯を焚

く霧合、どんなに気をつけても欝～2春％の不良贔

率を覚嬉しなければならない。これ，に薄し、ガス

窯であれ、ぱよほどのことがない獲蓉これをOに近

づけることができる。原料の牽彗撰勧率を蕎めるた

めにはガス窯の方が適している。登攀窯は鶴然牲

が大きいため、俸贔などを作るにあたってはこれ

を尊ぶ人も多いが、会津本郷産地においてはその

ような生産は少ないため、生産手段については覆

姦のところ大きな鶏題はない。

　製品の特徴は、窯元によって大きく異なってい

る。薦遽のような歴愛的背景から会津本郷産地に

おいては窯元によって喜立基盤や成立の背景が異

な警、生産鼓衛も大きく異なる。戦後になっても

産地の生産構造が大きく変動したことから、かつ

て会津本郷産地で生産されていた鼓法をそのまま

弓iき継いでいるのは2窯元程度である。そのため、

各窯元では顛骸する製品を作っているものの、使

駕する釉薬や焼成濃度などは窯元によって異な鯵、

製贔の見た霧や愚合いは非常1こ大きく異なる。使

耀している原料が窯元によって異なるのはこの結

果である。このため、誤解を恐れずにいえば、会

津本郷産縫には「会津奉郷焼3と呼べる焼き勃は

存在せず、産簸は窯元の連合体となっていると考

える。このことが、飽地域に鰐して会津本郷焼を

平磯欝年6舞

アピールする際の弱さとなっている。

　また、伝統工芸士は姦人存在しているものの、

伝統工芸品のシ一一ルを雛っての製品の販売慧行っ

ていない．これにはいくつかの選露があるが、そ

の簸も重要なことは製品翼み差響茎費二形羅難である

ことである。鞠磁器という製品の特織から、伝統

工芸品のシールが貼ってある製品とそうでない製

品との差違を説窮することはきわめて難しい。こ

のことは伝統工芸品のシールを難っても高い懸鶴

で簸売することは漿難であることを示している。

ヒや夢ング調査の燦、罫人勝蟹宝と伝統工芸士の差

はきわめて大きいまとの搭摘がなされたが、伝統

工芸土蕃製修したというだけでは、現状ではそれ

を付簾懸纏とすることは羅難である。会津奉郷産

地では先に伝統工芸品産地に旛定された大堀櫨罵

焼の産地を擬察した結果このようなことを認識し、

産地としてシールを貼らないことを決定した．し

かし、転統工芸藻産鐘に指定されているといろい

ろな機会にマス澱ミに紹介されることが多く、そ

のPR効果が大きい。また、転統工芸士会などに

よる異業種交流の機会ぶ多く、そのような、転がメ

サットとなっている。

　よく売れる製品の｛藩絡・帯は単贔エ芳霧嶽、ととい

うような場合もあるが、多くの場合は薄暮暮露以下、

濤費老輩籔でも重灘唇～2春暮9霧程度の場合が多い。

業務濡磁器類では単懸が欝§～簿§藝というものも

ある。近年の経済駿浅の悪化にともない、溝費老

輩懸は大きく低下してきている。後還する流通

ルートについて、会津本郷産地の各窯元が問渥と

の取携が少ないのは、このような懸格の鶏題も笈

躾している。商屋に鐵蕎する場合、悶崖の手数料

を上乗せしなければならない。しかし、簸夷懸賂

がこのように低迷している現在、機械生謹による

大量生産でもない罎弩、原懸をこれ以上携き下げ

ることは事実上不可籠である。ヒや琴ング調査の

諜、ある窯元は罫線擁懸纏の高い安勃を生産する

ことが必要まと指摘したが、まさにそのような製

品作鯵が求めら轟ているといえる．

　新製品露発については、各窯元どもカを入れて

いるが、あまり極端にこれまでとは違う製品は作
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られていない。繋霧雑器の生産1こ中心をおく以上、

極蟻なものを生産しても溝費考の支持を得ること

は難しい。むしろ従来からある製品をどのように

ブラッシュアップしていくかを主醸としている窯

元が多い。前に紹介した絵付けによって差舞彗化を

懸ることなどはこの事樋の一つでもある。この飽、

湯飲みや茶魏などの麟縁部に工夫を凝らした駄

往来のものとは異なる形を饑して商品御した隣す

るな1どの｛馨もみられる章　しかし、これらの■1夫は

あるにせよ、新製品騰発の動癖は全般的に抵講で

ある．逐年の会津本郷産地の不振の原頭として噺

製品不建によって溝費考に飽きられた」ことを捲

鋳する窯元もある。これまでとは違った観点から

新商品雛発に取誓緩む必要があろう。これについ

て涯襲されるのは、異業種交流によっていくつか

の試伜品が生み鐵されていることである。この点

については後達する瀞、多くの地霧産業が集積し

ている会津地域に立地するメ婆ットを生かしてい

くことも必要である。

　露場椿鞍の入手に関しては溝極的な窯元が多い。

新製品を聡発した吟、売れ簸商品を追求していく

ためには的確な露場梼藻の入手が不遡欠であるが、

会津本郷産地1こは有力な闘崖がなく、また懸渥と

職箏弓1きする窯元も少ないことから、多くの地場

産業産地でみられるような聞屋を経細しての竃場

椿鞍の入手はほとんどみら蕊ない。多くの窯元で

はテレビや新縫・雑誌、展覧会を見学するなどの

方法でアイデアを温める場合が多い。これだけで

は毒場靖隷をとらえることはできないので、鰹産

地の窯元と麟人的に椿鞍交換をしている窯元も存

在する。しかし、これだけでは竃場の変化に十分

に対癒することは難しく、新商品の瞬発のみなら

ず、簸跳の麗麺などにあたっても不調である。嬉

鞍取集力を強化していくことが必要である。

　産地のブランドづくむについても溝極的な窯元

が多い。羨違のように、会津本橋産地においては

窯元によって製品のタイプが全く異な吟、それが産

地をアピールする蝶の弱さとなっている。そのため、

各方面から産地ブランドの形成を求める声は多い

が、生産にあたる窯元の㌶では否定的な声が多い。

その最大の要霞は各窯元の技術基盤の趨違である。

麟遠のように会津本郷産懇こは晦器製造業者と磁

器製造業者が欝存し、講者の翼では原耕等の差が非

常に大きい。また、講じ講器・磁器を生産していて

も焼成濫獲や雑薬は無残1こよって異な弩、隅一の製

品を生産することは羅難である。また、麟遠のよう

な背景を持つことから窯元潤の製品に熊するコン

セプトの違いは葬常に大きく、窯元禰士の結びつき

は比較的希薄であ馨、業疑で事業に取む緯もうとい

う気籔1に乏しい。これ羨産地全体で事業に取鯵懇む

カの弱さとなって理れている。

　また、流通ノレートの確保が十分でないことも指

摘しな1ナればならない。たとえ共瞬ブランドの製

品を製造したとしても、現状ではその流通ルート

を確保することは羨難である。産地ブランドの製

贔を生産するためには、産地共麟の瀧通ルートの

確保が羨縫となる．販売ルート聡題の解決渉重要

である。

　一方、産地の窯元の多様姓を詳細する声も少な

くない。会津本縄産地」）ように各窯元溝異なった

製品を作っているのであれば、ゼ窯元めぐ勉めよ

うな形で観光客の滞在時間を長くすることも可籠

である。ヒや穿ング調査においては、会津本郷産

簸の弱みは産地としての特色撰ないことではなく、

各無死が多線性を生かしての産業振興やまちづく

瞬に取瞬績んでこなかったことであるとの捲摘も

受浮た。この，薫についてはさらに検討を深めるこ

とが必要である。

　（緯主な藪売先

　会津本郷産地の窯元の主な簸売先は、①麩宅売

店での鞭売、②土産品篠等の観光旛設での簸売、

③緯合の共販淺・展示簾発会等での販売、＠特幾

注文、に区分できる。繭遠のように会津本郷驚に

立地し、高度成長類まで産地を統毒してきた鐸（産

地鶴屋／溺会津本郷焼の援いを大軽に纏小し、漆

器類の搬いに転換したため、錬と窯元との麗孫は

薄い。過去の経緯から鎌を敵観する窯元すら存在

する。そのため、舞との縫係溺ある窯元において

も鐸への鐵荷凭率は2～3％にすぎない。
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　会津本郷産地において窯充解渚費者に直接販売

を始めたのは欝§β年代のことである。鐙§8年に湊

遜窪溺とバーナード・夢一チが会津本郷産地を訪

問した。そ蕊が全蟹に紹介され、観光客が会津本

郷轡を訪れるようにな吟、窯充から織々な晶勃を

購入するようになった。これを契機として、各窯

発熱簸売窟を整備し、そこでの販売に乗む撮した。

大観光蟻である会津著松1こ隣接することも大きな

メ夢ットとなった。し毒｝し、毒奪述のように窯元は

登蓼窯を築いた蓼下請け俸業を行うのに適した場

薩に立地することが多く、多くの窯元は主要街道

に藤していない。そのため、観光客の誘導には不

優な状溌になってお穆、まちづく吟政策等による

整備が急務の課題になっている。

　土産品震等への販売は観尭需要が多い会津本郷

産地の特籔とも害えるが、これに難癖しているの

は年擬販売額臆書倉万需以上の髭較的幾穫の大きな

窯元に鞍定される傾講が強い。これは、簸露であ

る土産暴落を騰妬した蓼、そこに製品を鋒すため、

あるいは月董罎の覇鐡しのために多くの手認がか

か鯵、家族経営の多い小矯穫な窯充では十分に爺

濾することができないためである、そのため、璽

験では、この販売ルートは産地其通のものには

なっていない。緯合など解中心となって産地全体

としての簸露を麗妬していくことも必要であろう。

　緩合が中心となって行っている事業としては、

共簸携の設置と瀬戸竃、各地で実施している展示

騨売会などがある。其筋辮はおおよそ2§年蕩に設

置された縫合直営の販売辮である。麟遠のように、

オイルシ葺ック後、舞との取撰が急減したため各

窯元は嚢宅での販売を増やさなければならなかっ

たが、それまで各窯元は製贔を販売した経験がな

かったことから、小売鱗こ翳するノウハウが蓄積

されていなかった。そのため、縫合が葉飯霧を維っ

て簸売を代行し、経舎員の経営を安定させること

を馨指した。愛荏ではこのような嚢的は薄れつつ

あるが、其筋琢善こは基奉射にすべての縫合員から

藤島が鐵轟されているため、バイヤーぶここを擁

察して各窯元との簸撰を始めた静、遂驚状濁がよ

いことから観光客演簸棚こここを訪れ、製品を昆

平成茎6年6舞

て気に入った窯元を訪鵜するという観光行嚢が見

られるようになっている。その意駿において縫合

の莫簸琢の持つ意練は大きいと害える．

　また、瀬戸薦や展示鄭発会の持つ意練も大きい。

特に独霞の販売ル一心トをもてない年藤数蕎万需以

下縷の窯元にとっては、瀬芦毒と展示鄭売会が薮

入の大きな割合を右めている。しかし、瀬戸毒等

では通常Φ販売に跳べて箆較的質ぶ低く、安慰な

も跨が鵡品される綴織解強い。また、近年は展示

鄭発会での売上げも誠少傾向にある。そのため、

展示舞発会等に頼ることは産地の発展にとっては

マイナスになる藏も多く、その繋慈については検

討すべき課題もある。

　特注品については、±1産最篠等と購嶽、年商

鴉鑓万円以上の艶較的規摸の大きい窯晃で多く見

られる。特淺贔の生産にあたっては、それを受淫

するにあた警強力な営業活嚢を行うことが必要で

ある。会津本輝産地においては窯元の営業縫方は

きわめて弱く、恒常的な営業活嚢を行っている窯

元は少ない。この点については縫合のカも弱く、

その強化ぷ必要である。

　ただし、特漉贔の生産も非常に厳しい栽混にあ

る。蔑駕企業はもとよ鯵、公的機麗からみ発澄に

おいてもコストダウンの要求が厳しく、浸潤企業

との聡では潅文があっても簸略解新む合わず取零1

が繊宣しないことも多い。これは特淺晶は業務欝

の舞的潜多く、醸入溝費者に箆較して低懸路を求

めるためである。しかし、特淺最は比較的量ぶま

とまることも多いことから、量産体麟をいかに整

え、コストダウンを進めるかが課題となっている。

　このように、会津本編産地では舞のカが弱くそ

れを通した叛売は鱗待できない。そのため窯元単

位での纒人的なつきあいを除謬ぱ、広域的な製品

の流通は存在していない。そのこと解蕪述のよう

な鋳鞭駿集能力の低下と結びついている。漉還の

広域化を麩1ることが求められる。

　紛隼蕗

　会津奉郷産鑓における各窯元の年薩をみると、

年臨が緯磨㊨万溝以上の窯元慧塔軒あるが、この5
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軽の窯元とその継の窯髭との経営形態の差は大き

い。年商欝倉警万霧未満の無死は多く解家族で鐸業

を行っているだけで、企業形態をなしていないも

のが多い．一部の窯元においては年金や兼業など

によって生謙を維持しているような状漫である。

これに録し、購書万韓以上の窯元では経営基盤が

安定してお鞍、後継者に麗しても不安は少ない。

会津本郷産地においては企業経営を維持していく

ためには、おおよそ臆意㊤万難以上の年臨が必要で

あると考えられる。

　これに対し、年嶽3総～魂縫万醤程痩の窯元も多

い。これは、瀬戸毒と展示郷発会で一定の藪売が

確保されているためであると考える。これらの窯

元の多くは総合の藁叛辮と展示難発会を主な繊荷

髭としている．逆にいえば、これらに鐵荷してい

ればこの程度の年商は確保できる。これに年金等

を燃えれば一応の生活資金は確保できるため、そ

れ以上に事業を舷大したいという意識は持ち1こく

い。このことが産地を停滞させるという｛躍嚢も

持っている。これらの窯元には後継者のいないも

のも少なくなく、今後の産地振興と、大きな課題

を持っていると考えられる。

松寮内に多くの地場産業が立鑑してお警、それら

との協翼が難待される。

　しかし、総合などを通しての異業種交流は交流

会の実施程度のもの解多く、あま警戒果を上げて

いない。これは新製品の雛発などの具体的な活動

ぶ行われていないためである解、この結果、産地

内に異業種交流などに麗して瀧極的な雰暖気撚醸

し鐵されてしまっている。異捧的象活動渉なけれ

ば、交漉も実質的な意練を持ち得ないことを搭摘

しておきたい。

　一方、窯元挙位での異業種交流も覆れつつある。

ある窯元は、会津若松のハイテクプラザと協力し、

内灘潜磁器、外翻が漆器という新製品の試作を

行った。また、継の窯元は喜多方毒の第三セクター

であるふるさと振興株式会縫と協力し、喜多方地

方に伝えられる「会津型」の摸鐵を難いた焼き勃

の試作を行っている。

　当然のことながら異業種交瀧のすべてがうまく

いくわけではない。藩製品擁弓§にあたってはコス

ト面なども考癒しなければならずその実現は容易

ではない。しかし、その中には新たな薄能性潜秘

められてお鞍、今後の発展に期待したい。

　（」〉糖企業や異業種との交流

　鰹企業や異業種との交流は比較的嫉講である。

特に産地内では製品や妓籍の穣達する金業が多い

ことから連霧癬持ちにくいことがネックとなって

いる。しかし、そのような中でも新しい轟きが生

まれつつある。

　その…つが六人展の実施である．産地内の若手

6入が莫罰し、2§登奪年から年にi麟の割合で展覧

会を酬いている。これは蒼手が互いに協力しあい、

作品の青蛙修を蒼い、発表することを員的としてい

るものである。まだ籔敷革ま少ないが、これをきっか

けとして鰻展を闘鬱する人も嵐てきてお吟、窯元

の将来を考える土で大きな役餐を果たしつつある。

　この魑、異業種交流としては県の伝統工芸士会

が実施しているものが涯嚢される。ここでは雑な

る交流ではなく、業種を越えた新製贔開発の動き

などもみられる。会津本郷産地は隣接する会津若

　（沁縫合の役罰

　産地緯合に畏しては、窯元から諜題の捲摘が多

くなされた。その最大の琢霞は緯合纏縫の弱さで

ある。会津本郷産地は縫合暴オ難5社、麹1萎こ数社ユの

葬縫合員の窯元が存在しているが、それらを合計

しても隠縫程度にすぎない。そのため、経合の難

敵基盤が弱く、総合予算の大部分を碍子工場に

頼っている状溌である。現在、産地経合は瀬戸南

をはじめ、各地で焉に一度程穫の割合で展示難売

会を実施しているが、それ以との活嚢は行える状

溌で1まない。特に営業活動は低調である。このた

め、緯含量の総合に蝿する不満は大きいが、愛在

以上の活動を顛得することは事実上獲難である。

総合などを通しての異業種交流事業が抵講な原醤

もここにあると考えられる。

　しかし、産地縫合が存在することのメ夢ットは

非常に大きい。瀬戸市や展示鄭売会などの実施も
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産地繕合斜あればこそであ蓉、もしこれ癬なくな

るようなことがあれ、ば、年藤数善万霧クラスの窯

禿はその存立基盤を喪失する。また、公巽懸体な

どから発達され、る事業は経合宛になされること撰

多いため、それらを受淫するにあたっても縫合羅

織は必要である．換えて、各種事業に臠する傭鞍

も縫合宛に流されてくるため、そ翻を入手するた

めにもこのような緯織は重要である。今後の産地

振興を考えていくには、縫合の財敬基盤の確立と

その強化が不罵欠である。しかし、産地総合だけ

ではそれ，には鰻葬があ撃、公的な勝成華不再欠で

あると考える。

4．おわ琴に

　以上、ヒや夢ング調査に基づき、会津本郷購磁

器産地の現状と課題について分新を簾えた、産地

の掩える課題は多くある撰、筆者は産地の振興を

進めるにあたっては、特に製轟の高赫撫懸髄化が

必要であると考える、

　会津本郷塵地の窯元の中には高い技徳力を持つ

ものもある一方で、必ずしも披講力の高くない窯

元も霧在しておむ、妓籍レベルのぱらつきは箆較

的大きい。このため、型ものの箆率撰大きくな穆、

溝費者は蘇ク狂成形した製品や手書きの絵｛ずけ製

品などに割高感を持つようになっている。このた

め、手閥がかかる製品を生産していても、高い簸

譲を設定できない状溌になっている。酵撫麺値の

低い製品が大量に生産されていること演、産縫金

棒の製愚痴椿を低い水準に麟建乾してしまってい

るのである．

　また、技術水準の低さは各窯元の販売戦鰭が確

立されていないこととも穏まって、馨る製品毒茸麟

性運と害えるようなレベルまで昇華されている窯

元は少数にとどまっている。麟遠のように、会津

本郷産纏においては各窯元の生産する製品には大

きな樵違越あ穆、そ轟が会津本郷産地の特性の一

華戒i6隼§鍔

つとなっている。この恵を強乾すること赫できれ

ば、鰐糠懸絶の陶土をはかることが可能になると

考える．

　会津本縄産地においては、近年、どの窯元も売

繋上げ瀞低下する傾癖にある麟、盤趨癒纏の高い

製贔を生産している窯元ほどその姥率は小さい。

｛瞳毒舞簸健iの1舞圭二は企業i経営陛を安定｛ヒさせるために

も必要である。

　奉小i論では、ヒや夢ング講査に基づき、会津本

郷晦磁器産地の特性と課題を瞬らかにした．産堆

の振興をはかるためにはこれらの課題の解決を籔

警、機能を強化していくことが必要である．会津

本郷産地の今後の発艦に期待したい。

　本稿め馨械峯こあた鯵、財鑓法人儀統釣工芸轟産業振興

雛会の産地診簸事業の一毅として、購欝法人政策科学暴

究藪から東京学芸大学（暴究代表者　上野秘彦）が受け

た奨学寄盤金を綾羅した。

参考文麟

会津奉郷樽（隠蟹〉理会漆本郷焼ビジ葺ン談藪藩

会津本郷焼事業鶉購総合・醸髭銀甲小企業懸棒中央

　　会（韓83〉：匿会津摩擦焼活鑛聡擁護宣揚導事業

　　鞭篶霧雲

国毘金離公癒総合醗究湧（翌弱瞬：穿転機を違えた地

　　壊経済毒中小金業琴サーチセンター

電蕩難域振興センター一／欝醗）1謬特産高騰登推進に係

　　るマーケティング調査（篠編験会津本郷羅f〉鞭告書青

鬚統的工業晶産業振興協会（騰毒2）：謬伝統的工芸品

　　産地講糞・診駈事業鞍告書一会津奉郷焼一籌

秘沢敏生（壷弱毒｝：串小晦磁器産地の生産購造ゼ行致

　　縫会譲葉凄了老嬢

姦島猿⑳毒2／：蓼擾高察地場産業振興捲鎌寒

水本匠人（童鱒瞬：地場産業地域　経済地連学会西

　　海交譲器編窪藩薦舞奉経済鍵茎葦糞毒ミネノレヴァ霧募

謹選到繧（欝7§〉：窪会津の焼勅雲福島中央テレビ



奮沢敏生　橿島原会津本郷魏磁器業の特鐵と課題 縫

S（）墾e　C嚢aracteristics　a醸童Pro董）｝e璽s（｝f　A董z護一Ho簸go

Potte脊h麗strlalReg量。簸，F麒麟i醗aPre£ect騒re

｝｛ATSUZAWA，T（）s麺。

　　　　蟹sresむa雌剛εC茎e3rs倉盤eex躍短at油sa醗tt急ec暴騰ct瞬sもicsa糞6鯵魏魏S。ぞ

農魏働聴。獣ter舞総鞍stでia至reg雌藤。駐・c3継墨麟漉翼・賞募・一盤麟重・眩慧s睡a欝refec総e・

膿童Z薩蝿。i纏S循a里re蜘叢isas翻レscaiei曲stri鐙re胸糞癒漁ぞ。r難e置懸曲。軽t2癖

ε灘。ries，3雌eac鼓ぞa伽ry醗畿sc難墓racterisもま。夢r醜。毛s・馨毬t鵬sも・ぐt難“a廊r沁s鍵e

灘a聾scaie．疑餓y勉旗童¢ぎ鱗茎。yegsa蕪ye鍵舞韓醜C毛i・嚢徽・醸3reiesst蜘3脚。蜘癬

鰺鞍雛i。鎚購．艶騰重s識墓醗ぞere登ce魎t蓋ε盤ct・ry＆sぞ。r搬etec褻懇G9董。濃i鯉玉as騨2至i；

S臓e数輩鍵跳C蹴G籍r醜ce盤i麟V灘εa曲輪蓄。δ戯S．T⑳r。鵬te汽漉一蓋磁9鱒磁eryi臨齪i駐i

r8暮懸，i毛is醗cess呂ryt。蜘r。vむ伽魁琶e慮磁。ft翼鱒r醜ct・


